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最
近
、
毎
日
の
よ
う
に
地
球
温
暖
化
に
関
す
る

ニ
ュ
ー
ス
が
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
に
は
、
異
常
気
象
を
は
じ
め
、
砂
漠
化
の

進
行
や
氷
床
の
減
少
に
よ
る
海
水
面
の
上
昇
の
ほ

か
、
食
糧
生
産
、
生
物
種
の
減
少
な
ど
が
取
り
上
げ

ら
れ
て
お
り
、
ど
れ
も
私
た
ち
の
生
活
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
の
広
報
で
は
、
い
つ
起
こ
る
か
分

か
ら
な
い
災
害
に
備
え
る
た
め
、
防
災
に
つ
い
て
特

集
し
ま
す
。

○ 特 集

防災準備は万全ですか？

9
月
1
日
は
「
防
災
の
日
」
で
す
。

写真・夜番(火の用心)
　上段(左)山本　君枝さん・髙木　敏美さん
　下段(左)髙木　柊くん・髙木　桂くん

(菅浜区)
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■ 

美
浜
町
で
起
こ
っ
た
主
な
災
害 (

明
治
以
降)

▲台風13号により甚大な被害を受けた耳川橋（昭和28年）

▲豪雪により雪に埋もれる家（昭和56年）

▲大雨により分断された道路（平成11年）

年
・
月

内　
　
　
　
　

容

南
市
で
火
災(

１
０
９
戸
が
焼
失)

菅
浜
で
大
火(

１
０
５
戸
が
焼
失)

豪
雨
に
よ
り
県
内
各
河
川
が
増
水
し
水
害
発
生

台
風
13
号
が
上
陸
し
、
若
狭
地
方
を
中
心
に
被
害
が
増
大

(

町
内
で
死
者
3
人
、
全
壊･

流
失
等
21
戸
、
床
上
浸
水
２
３
３
戸)

伊
勢
湾
台
風
が
上
陸
。
町
内
で
風
速
２
９
m
、
降
雨
量
２
２
４
mm
を

記
録(

町
内
で
、
全
壊･

流
失
等
2
戸
、
床
上
浸
水
61
戸
、
床
下
浸
水

３
９
４
戸)

第
2
室
戸
台
風
が
上
陸
。
瞬
間
最
大
風
速
３
３
．３
m
、
雨
量
は
、

平
野
部
で
２
０
０
mm
、
山
間
部
で
３
０
０
mm
を
記
録

(

町
内
で
、
床
上
浸
水
50
戸
、
床
下
浸
水
47
戸)

北
陸
地
方
に
大
雪
。
町
内
平
野
部
積
雪
１
５
４
cm(

三
八
豪
雪)

越
前
岬
地
震　

美
浜
で
震
度
「
5
」

嶺
南
地
方
に
大
雪
。
１
９
６
cm
を
記
録(

五
六
豪
雪)

観
測
地
・
敦
賀

嶺
南
地
方
に
大
雪
。
１
１
３
cm
を
記
録(

五
九
豪
雪) 

観
測
地
・
敦
賀

ロ
シ
ア
の
タ
ン
カ
ー
・
ナ
ホ
ト
カ
号
の
転
覆
に
よ
り
流
出
し
た
重
油

が
日
向
海
岸
に
漂
着
。
次
い
で
町
内
全
域
の
海
岸
に
重
油
が
漂
着

し
、
数
か
月
に
わ
た
っ
て
町
民
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
よ
り
回
収
作

業
が
行
わ
れ
る

台
風
7
号
に
よ
り
町
内
各
地
で
浸
水
、
土
砂
崩
れ

(

床
上
浸
水
14
戸･

床
下
浸
水
84
戸
・
土
砂
崩
れ
等
約
２
０
０
か
所)

大
雨
に
よ
り
町
内
各
地
で
浸
水
、
土
砂
崩
れ

(

床
上
浸
水
15
戸
・
床
下
浸
水
１
０
０
戸
・
土
砂
崩
れ
等
95
か
所)

大
雨
に
よ
り
町
内
各
地
で
浸
水
、
土
砂
崩
れ

(

床
上
浸
水
4
戸
・
床
下
浸
水
18
戸
・
土
砂
崩
れ
等
28
か
所
）

明
治
23
年
5
月

大
正
14
年
5
月

昭
和
23
年
7
月

昭
和
28
年
9
月

昭
和
34
年
9
月

昭
和
36
年
9
月

昭
和
38
年
1
月

昭
和
38
年
3
月

昭
和
56
年
1
月

昭
和
59
年
2
月

平
成
9
年
1
月

平
成
10
年
9
月

平
成
11
年
8
月

平
成
17
年
8
月

特集 防災準備は万全ですか？
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一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
が
大
切

■ 

町
で
は
、
災
害
に
備
え
て
防
災
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

で
は
、
こ
れ
ま
で
の
災
害
を

　
　
　

教
訓
に
、
地
域
や
住
民
の
生

命
、
財
産
を
守
る
こ
と
を
目
的
に

「
美
浜
町
地
域
防
災
計
画
」
を
策
定

し
て
い
ま
す
。

　

本
計
画
で
は
、
風
水
害
や
土
砂
災

害･

地
震
な
ど
、
想
定
さ
れ
る
災
害
に

備
え
、
町
の
役
割
を
明
確
に
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
必
要
と
な
る
水

や
食
糧
な
ど
を
常
に
備
蓄
し
、
い
つ

起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に
備
え

て
い
ま
す
。
な
お
、
備
蓄
物
資
の
数

量
は
、
福
井
震
災
級
の
地
震
が
発
生

し
た
場
合
に
必
要
と
な
る
数
量
を
割

り
出
し
保
管
し
て
あ
り
ま
す
。

▲非常時に使用する毛布や食糧

　

そ
れ
ぞ
れ
、
と
て
も
大
切
な
言
葉

で
す
が
、
ま
ず
「
自
助
」
か
ら
始
ま

る
と
い
う
こ
と
を
心
に
留
め
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
自
宅
で
命
を
落
と
さ

な
い
、
怪
我
を
し
な
い
、
あ
る
い
は

自
宅
に
閉
じ
込
め
ら
れ
な
い
よ
う
に

と
対
策
を
講
じ
て
い
る
世
帯
が
多
け

れ
ば
多
い
ほ
ど
、
救
助
活
動
や
消
火

活
動
に
駆
け
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

人
が
増
え
る
た
め
、
『
共
助
』
を
よ

り
充
実
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
共
助
と
な
る
べ
き
人
が

次
々
に
被
災
し
て
い
た
の
で
は
何
も

な
り
ま
せ
ん
。
住
民
だ
け
で
は
手
に

負
え
な
い
地
域
が
、
い
た
る
と
こ
ろ

に
出
現
す
る
こ
と
と
な
れ
ば
、
公
的

な
対
応
は
、
す
べ
て
に
対
処
し
得
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
一
人
ひ
と
り
が
、
被
害

軽
減
に
向
け
て
、
ど
れ
く
ら
い
事
前

の
備
え
を
で
き
る
か
が
、
す
べ
て
の

対
策
の
始
ま
り
と
い
え
ま
す
。

　

町
で
は
、
防
災
計
画
な
ど
に
よ
り

万
が
一
の
備
え
を
し
て
い
ま
す
が
、

「
公
助
」
を
充
実
さ
せ
る
だ
け
で

は
、
今
後
起
こ
り
う
る
災
害
に
立
ち

【
自
助
】

 
自
分
の
責
任
で
、
自
分
自
身
が
行
う

こ
と
。

 

【
共
助
】

 

自
分
だ
け
で
は
解
決
や
行
う
こ
と
が

困
難
な
こ
と
に
つ
い
て
、
周
囲
や
地

域
が
協
力
し
て
行
う
こ
と
。

町

　

平
成
19
年
7
月
16
日
に
新
潟
県
で

発
生
し
た
「
新
潟
県
中
越
沖
地
震
」

で
は
、
美
浜
町
独
自
で
飲
料
水
約

５
０
０
本(

2
ℓ)

を
救
援
物
資
と
し
て

届
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
原
子
力
発
電
所
所
在

市
町
村
協
議
会
の
一
員
と
し
て
、

更
に
飲
料
水
約
５
０
０
本(

2
ℓ)

、

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
40
枚
、
毛
布
１
０
０

枚
、
お
か
ゆ
約
５
０
０
食
を
届
け
て

い
ま
す
。

　

備
蓄
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
お
む
つ　

１
５
０
袋

○
お
か
ゆ　

約
１
，０
０
０
食

○
飲
料
水　

１
，２
０
０
本(

2
ℓ)

○
毛　

布　

約
６
０
０
枚

▼新潟県柏崎市に救援物資を搬入する町職員　

皆
さ
ん
は
、
防
災
の
3
本
柱
と
言

わ
れ
て
い
る
「
自
助･

共
助･

公
助
」

と
い
う
言
葉
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

 

【
公
助
】

 

個
人
や
周
囲
、
地
域
あ
る
い
は
民
間

の
力
で
は
解
決
で
き
な
い
こ
と
に
つ

い
て
、
公
共(

公
的
機
関)

が
行
う
こ

と
。

●
防
災
の
3
本
柱
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防
災
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

確
認
し
ま
し
ょ
う

特集 防災準備は万全ですか？

知っておこう！避難用語

▼避難指示

▼ 避難勧告

・前兆現象の発生や切迫した状

　況から、人的被害が発生する

　危険性が非常に高いと判断し

　た時

・堤防の隣接地等、地域の特性

　等から人的被害の発生する危

　険性が非常に高いと判断した

　時

・人的被害が発生した時

　に発令されます。

　未だ避難していない方は、た

だちに避難しなければなりませ

ん。

　人的被害の発生する可能性が

明らかに高まった時に発令され

ます。

　通常の避難行動ができる方

は、避難を開始しなければなり

ません。

▼ 避難準備情報
　人的被害の発生する可能性が

高まった時に発令されます。

　災害時要援護者(手助けが必要

な人)等、特に避難行動に時間を

要する方は、避難行動を開始し

なければなりません。

　　　象予警報等が発表され、浸

　　　水やがけ崩れなどの被害

を受けるおそれがある住民の皆さ

んに対し、町長が次の用語を発令

します。予め理解しておくことは

「自分の身を守る」ことに繋がり

ます。

気

　町では、これらの情報を「防

災行政無線」や「ケーブルテレ

ビの行政チャンネル」等でお知

らせします。
▲美浜町洪水ハザードマップ(平成20年7月配布)
※このハザードマップは、耳川が氾濫した場合に想定される浸水の範囲と深さの最大を表示しています。

▲美浜町防災ハンドブック
(平成18年10月配布)

町のホームページに掲載しています。
http://www.town.mihama.fukui.jp/

　

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
災
害

時
に
ど
う
対
応
す
れ
ば
よ
い
か
を
記

し
た
「
美
浜
町
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
」
や
「
美
浜
町
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
、
各
戸
に
配
布

し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
各
地

域
の
避
難
場
所
や
、
町
か
ら
の
情
報

伝
達
の
流
れ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
情

報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
再
度
確
認
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

向
か
う
こ
と
は
困
難
で
す
。
災
害
の

被
害
と
し
て
最
も
深
刻
な
の
は
人
命

を
失
う
こ
と
で
す
。
被
害
を
完
全
に

な
く
し
て
し
ま
う
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
人
の
命
を
守
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
被
害
を
小
さ
く
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

自
助
、
共
助
、
公
助
の
3
つ
は
、

い
ろ
い
ろ
な
形
で
相
互
に
支
え
あ
う

関
係
に
あ
り
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
、

そ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
助
け
合
う
べ
き
か
に
つ
い
て
、
考

え
て
み
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

 

『
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
』
と
い

う
意
識
を
常
に
持
ち
、
個
人
と
個
人

の
集
団
で
あ
る
地
域
と
、
行
政
と
が

力
を
合
わ
せ
て
、
人
の
命
を
失
う
こ

と
の
無
い
、
災
害
に
強
い
町
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。　
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団長 副団長 分団長 副分団長 部 長 班 長 団 員 合 計

 団長･副団長 1 1 2

 第1分団(全町) 1 1 3 3 13 21

 第2分団(東地区) 1 1 8 8 64 82

 第3分団(耳地区) 1 1 5 7 53 67

第4分団(西郷地区) 1 1 5 6 40 53

合　計 1 1 4 4 21 24 170 225

インタビュー

■ 
町
の
安
全
を
守
る
消
防
団
を
紹
介
し
ま
す
。

　

地
震
に
備
え
て
家
具
を
固
定
す

る
。
ま
た
、
水
害
に
備
え
て
土
嚢
袋

を
用
意
し
て
お
く
な
ど
、
災
害
に
備

え
る
べ
き
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。

　

私
も
自
宅
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
備
え

を
し
て
い
ま
す
が
、
以
前
知
人
の
話

些細なことでも

大きな力に

美浜消防団
団長　籔ノ内太喜さん(興道寺)

■ 

災
害
の
備
え
に
つ
い
て
必
要
な
こ
と
を
、

美
浜
消
防
団
長　

籔
ノ
内
太
喜
さ
ん
に
お
聞
き
ま
し
た
。

を
聞
き
、
そ
の
置
き
場
所
も
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
消
火
器
で
す
。
私
は
、

こ
れ
ま
で
火
の
使
う
台
所
な
ど
に
置

い
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
玄
関
に

置
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
万
が
一

火
事
が
あ
っ
た
場
合
、
誰
も
が
目
に

つ
く
玄
関
に
置
い
て
お
け
ば
、
初
期

消
火
に
繋
が
り
、
火
の
拡
大
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
家
庭
に

よ
っ
て
は
、
寝
室
や
廊
下
な
ど
に
置

い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
一
長
一
短

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
備
蓄
品
の
場
所
を
再
確
認
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

ま
た
、
水
害
時
に
は
土
嚢
の
代
わ

り
に
肥
料
袋
を
代
用
す
る
な
ど
、
災

害
専
用
の
も
の
を
買
わ
ず
に
、
家
庭

に
あ
る
も
の
で
対
応
で
き
も
の
も
あ

り
ま
す
の
で
、
各
家
庭
で
い
ろ
い
ろ

考
え
て
み
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

な
お
、
災
害
の
種
類
や
規
模
に
も

よ
り
ま
す
が
、
非
常
時
は
慌
て
て
何

を
持
っ
て
、
ど
こ
に
逃
げ
て
よ
い
か

分
か
ら
な
い
状
態
に
陥
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
今
一
度
、
各
家
庭
の
非
常
持

ち
出
し
袋
、
ま
た
自
分
た
ち
が
避
難
す

る
場
所
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

消
防
団
は
、
郷
土
愛
と
社
会
奉
仕

精
神
に
基
づ
き
、
火
災
を
は
じ
め
と

す
る
各
種
災
害
の
防
除
や
被
害
の
軽

減
、
地
域
の
安
全
確
保
の
た
め
組
織

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

消
防
団
の
活
動
は
、
地
域
を
火
災

等
の
災
害
か
ら
守
る
こ
と
で
、
消
防

団
員
は
、
普
段
は
自
分
の
職
業
に
就

き
な
が
ら
、
火
災
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
地
震
や
風
水
害
等
の
大
規
模
災
害

時
に
も
防
災
活
動
に
あ
た
り
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
以
外
は
火
災
予
防

や
住
民
に
対
す
る
啓
発
活
動
な
ど
幅

広
い
分
野
で
「
地
域
や
地
区
に
お
け

る
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
」
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

○美浜消防団の配置状況
　

現
在
の
団
員
数
は
、
２
２
５
人
で

災
害
時
に
は
、
消
防
団
長
の
指
示
の

下
、
普
通
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
や
小

型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車
で
現
場
に
急

行
し
ま
す
。

▲普通消防ポンプ自動車

小型動力ポンプ積載車 ▼

(平成20年4月1日現在)


